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連載　素晴らしきコンクリート ⑦ Wonderful Concrete

シラスとシラスコンクリート
～その特徴と実用化の現状　その２～

鹿児島大学大学院 理工学研究科 海洋土木工学専攻　准教授　山口明伸

図 1 　シラスコンクリートが適用された橋梁の概要

シラスコンクリートの実用化

　前回のシラスコンクリートの特徴に引き続き，
シラスコンクリートの実用化の現状を紹介する。

⃝鹿児島県モデル工事

　鹿児島県では，平成10年度から平成15年度まで
の６年間に，延べ16事務所管轄の22工事でコンク
リートの一部にシラスコンクリートを用いたモデ
ル工事を実施している１）。その成果に基づいて制
定されたのが，平成18年に発刊した「鹿児島県発
刊のシラスコンクリートの設計施工マニュアル
（案）」である２）。なお，マニュアル（案）発刊以降
は，これに基づいた試行工事も引き続き実施され
ており，これらのモデル工事に対しては，鹿児島
大学との共同でフォローアップ調査が実施されて
いる。現在，施工後すでに10年以上を経過するも
のもあるが，シラスコンクリートを使用した躯体
に特に問題は生じていないことが確認されている。

⃝温泉環境下における橋梁基礎工事への活用

　シラスコンクリートの耐久性上の特徴を生かし，
鹿児島県が発注した温泉環境下の橋梁基礎工事に
は平成14年度からシラスコンクリートが適用され
ている３），４）。この橋梁の橋台および橋脚が建設
される場所の地盤には，pH＝２～３で硫酸イオ
ン濃度の高い場所が点在するとともに，地温は，
地下10ｍ以深で100℃を超えるところがある。こ
の環境に，平成20年度までに図 １に示す４基の橋
脚が建設され，その深礎杭基礎工（杭径：８～10
ｍ，杭長：20～25ｍ）に合計で約5000㎥のシラス
コンクリートが施工された。平成22年度からはＡ
１橋台を施工中である。Ｐ１橋脚基礎およびＡ１
橋台基礎の概略を図 ２に示す。
　Ｐ１橋脚基礎工事に使用したシラスコンクリー
トの配合を表 １に示す。いずれの橋脚においても，
あらかじめ杭周辺の地盤を40℃以下に冷却したう
えでコンクリートを打設している。なお，事前に

A 1 橋台
P 1 橋台

P 2 橋台

先端温度100℃
先端温度120℃

先端温度80℃
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１/２試験体を用いて若材齢時での温度ひび割れ
の発生と高温環境での長期の温度発現性に関する
検討を実施し，その結果，両者に対して良好な性
状を示した低熱ポルトランドセメントが使用され
ている５）。製造されたシラスコンクリートは，ポ
ンプ圧送性にも問題はなく，写真 1の打設状況か
らも分かるように吐出先でのコンクリートの状態
も良好であった。また，シラスコンクリートは，
単位水量が通常のコンクリートに比べてかなり大
きいにもかかわらず，保水性が高いためにブリー
ジング量は少なく，全体的に施工のしやすい状況
にあった。

図 2 　P 1 橋脚基礎およびA 1橋台基礎の概要

表 1 　P 1 橋脚基礎のシラスコンクリート配合

セメント
の種類

目標スラ
ンプ値
（㎝）

目標
空気量
（%）

Gmax
（㎜）

W/C
（%）

S/a
（%）

単位量（㎏/㎥） SP＊
（%）W C S G

低熱 11 4.5 40 50 33 198 396 461 1109 0.80
＊：高性能減水剤は，セメント＋粒径0.075㎜以下のシラス微粉末に対して混入

写真 1 　P 1 橋梁基礎の打設状況

写真 2 　A 1 橋台基礎の打設状況

　　P1橋脚　　　　　　　　　　　　　　　　A1橋脚
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　さらに，平成23年度から施工が進められている
Ａ１橋台基礎工事では，地形条件等から杭径が２
ｍと小さく，内部での締固め作業が困難なことか
ら，通常のシラスコンクリートではなく，高流動
シラスコンクリートが使用されることとなった６）。
実際に使用された高流動シラスコンクリートの配
合を表 ２に示す。また，実際の打設状況を写真 2
に示す。シラスコンクリートの配合（表 １）との
比較でもわかるように，シラスコンクリートの場
合には，使用材料はほぼ同じで，配合のみを変更
するだけで高流動化することができるという特徴
がある。

⃝二次製品への普及拡大

　鹿児島県では，シラスコンクリートの普及拡大
を図るため，生コンクリートプラントを計画的・
効率的に稼働することが可能で，比較的コスト増
加の小さいコンクリート二次製品の普及を推進し
ている。特に，コンクリート積ブロック，歩車道
境界ブロック，落蓋側溝については，シラスコン
クリートが積極的に採用されている（写真 ３）。
平成23年度のこれらのシラスコンクリート二次製
品出荷量は，過去２年間の約1500トン /年からさ

表 ２ 　A 1 橋台基礎の高流動シラスコンクリート配合

セメント
の種類

目標スラ
ンプ値
（㎝）

目標
空気量
（%）

Gmax
（㎜）

W/C
（%）

S/a
（%）

単位量（㎏/㎥）  SP＊
（%）W C S G

低熱 11 4.5 20 45 51 190 422 760 831 1.5
＊　：高性能減水剤は，セメント＋粒径0.075㎜以下のシラス微粉末に対して混入
＊＊：ただし，シラス578㎏/㎥と5～2.5㎜砕石172㎏/㎥の合計

写真 ３ 　シラスコンクリート二次製品

コンクリート積ブロック

歩車道境界ブロック

シラス二次製品マーク落蓋側溝（蓋版含む）

写真 ４ 　シラスコンクリートPC橋桁

図 3 　コンクリート二次製品工場配置図
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らに増加し，12月現在で既に2300トンを超えてい
る。平成23年３月現在におけるシラスコンクリー
ト二次製品工場の配置図を図 ３に示す７）。なお，
PC部材への適用に関しても検討がなされており，
県内にはシラスコンクリートを使用したプレテン
方式の PC橋桁を用いた橋梁も架設されている
（写真 ４）。
　また，関連製品には，シラスコンクリートをゼ
ロスランプ状態からの加圧成形によって多孔質化
し，保水性のあるシラス緑化基盤（写真 ５）を作
製する試みもなされ，既に実用化されている。こ
の基盤は，透水性，保水性，断熱性に優れており，
屋上緑化にはもちろん，鹿児島市電の軌道緑化基
盤材（写真 ６）にも採用されている。景観の向上
だけでなく，ヒートアイランド現象の緩和や，騒
音低下などにも効果を発揮し，市民や観光客にも
大変好評を博している８）。

おわりに

　コンクリートは，今後も社会資本整備において
欠くことのできない重要な建設材料の一つである
ことに変わりはないであろう。この材料の利点は，
自由に形づくれることや，強度や耐久性に優れる
ことだけでなく，安価で供給が容易なことである。
しかし，その重要な構成材料である骨材について
みると，コンクリート用として良質な天然骨材を，
国内で安定的に確保することは既に困難となりつ
つあり，代替材料の確保は急務である。これに対
して，南九州で実用化が進められているシラスの
利用は，従来の概念では低品質とみなされていた
素材を使用しても，適用環境によっては普通コン
クリートより品質の優れた「最適品」になり得る
ことを様々な面で示している。また，未利用資源
の利用可能性を切り開くことで，新たな技術開発

や関連製品への応用・拡大が期待できる可能性も
秘められている。鹿児島県におけるこれらの取り
組みが，未だわが国各地にある未利用資源の有効
利用を考えるための参考になれば幸いである。
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